
◆調査の概要

重要自然マップについて
－東北地方太平洋沿岸地域自然環境調査－
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植生の変化

津波浸水範囲の震災前・震
災後の植生図の作成や重ね合
わせを行い、震災前後の植生
の変化をまとめた。

砂浜の変化
砂浜・泥浜海岸の海岸線から
約100～500m内陸までの範囲
において、1970年代、震災前
（2000年代）、震災後の3時期
の画像を判読し、砂浜の変化を
解析した。

100年前との比較
明治時代後期(1903年)から大
正時代前期(1918年)に測量した
地図から｢河川｣、｢湖沼」、｢湿地｣、
「砂丘｣等を判読し、過去の土地
利用を知ることで、浸水の要因や
今後の土地利用のあり方を検討
する材料とした。

生態系のモニタリング
震災前の調査の実績のある干
潟(16箇所)、アマモ場(6箇所)、
藻場(5箇所)、海鳥の繁殖地(4箇
所)で震災後の調査を実施し、震
災前との比較を行った。
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環境省生物多様性センターでは、平成24(2012)年度から東日本大震災が沿岸地域の自然環境に及ぼした影響を把握するための調査を実施しており、
これまでの調査で、海岸林の大規模な消失や干潟の大規模な攪乱、新たな湿地の出現等を確認している。
これらの調査結果を地域の復興事業等に役立ててもらうために、主に東北地方の津波浸水域における自然環境保全上重要な「生物が生息・生育する
環境（ハビタット）」を示したマップ「重要自然マップ」を作成し、関係自治体等に配布した。
これらのデータは、ウェブサイト（しおかぜ自然環境ログhttp://www.shiokaze.biodic.go.jp/）において公開し情報提供している。

Sanriku Fukko
National Park

新たな湿地の調査
津波浸水域や隣接区域におい
て、津波や地震による地盤沈下
により震災後に新たに出現した
12地区の湿地について、湿地環
境の特性や変化を把握するため
の動植物調査を実施した。

北上川右岸の湿地201３年

[重点エリア一覧] （１） 久慈湾奥部（岩手県久慈市） （２） 野田湾奥部（岩手県久慈市、九戸郡野田村） （３） 宮古市田老沿岸（岩手県宮古市） （４） 宮古湾（岩手県宮古市） （５） 山田湾奥部（岩手県下閉伊郡山田町） （６） 船越湾奥部（岩手県下閉伊郡山田町、上閉伊郡大槌町） （７） 大槌湾奥部（岩手県上閉伊郡大槌町、釜石市） （８） 広田湾奥部（岩
手県陸前高田市） （９） 気仙沼湾西部（宮城県気仙沼市） （10） 本吉湾奥部（宮城県気仙沼市） （11） 志津川湾（宮城県本吉郡南三陸町） （12） 北上川河口域（宮城県石巻市） （13） 女川湾（宮城県牡鹿郡女川町） （14） 万石浦（宮城県牡鹿郡女川町、石巻市） （15） 松島湾（宮城県東松島市、塩竈市、宮城郡松島町、利府町、七ヶ浜町） （16） 七北田川
河口域（宮城県仙台市） （17） 名取川河口域（宮城県仙台市、名取市） （18） 阿武隈川河口域・鳥の海（宮城県岩沼市、亘理郡亘理町） （19） 松川浦（福島県相馬市、南相馬市）

植生の変化
青森県から千葉県の太平洋沿岸の津波浸水範囲（面積576㎢）において、津波による植生の変
化を把握するため、震災前後の植生図を作成し、それらを重ねて比較することにより、震災前及
び震災後（平成24（2012）年、平成25（2013）年）の変化状況を示した。
二次植生は、震災前の23.1㎢から2012度年には185.8㎢と大きく増加していたが、2013年には
153.5㎢に減少していた。また、耕作地については震災前の246.0㎢から2012年には80.9㎢と大き
く減少していたが、平成25年度は111.8㎢に増加していた。このことから二次植生が耕作地に変化
したと考えられ、復興による耕作の再開が認められた。
土地利用についてみると、2012年の191.5㎢から2013年は199.3㎢とわずかに増加しており復興
工事に係る造成地が増えていると考えられる。

特定植物群落の状況

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

震災前 震災後(2012) 震災後(2013)

自然植生

自然裸地

植林

二次植生

耕作地

土地利用

その他

面積
（㎢）

津波浸水域における植生の変化の傾向

二次植生が減少し、耕作地が増加

造成地等の土地利用が増加

新たな湿地の調査
津波浸水域や隣接区域において、津波や地震による地盤沈下により震災前には見られな
かった新たな湿地が出現した。震災後に新たに出現した12地区の湿地において、湿地環境の
特性や変化を把握するための動植物調査を実施した。
その結果、新たに出現した湿地には土中に含まれていた種子から発芽したミクリ（環境省レッ
ドリスト：準絶滅危惧）などの湿性草本やリュウノヒゲモ（同：準絶滅危惧）などの水草が繁茂し、
メダカ（同：絶滅危惧Ⅱ類）やゲンゴロウ（（同：絶滅危惧Ⅱ類）などの希少な水生昆虫類が生息
していることがわかった。これらの湿地が希少な生物の生息・生育の場となる可能性があること
から今後注目すべき場所となっている。
また、宮城県の広浦の南東側などには、被災した海岸防災林の倒木したクロマツの根があっ
た場所の窪地に水が溜まり、湿地環境が形成されていることを確認しており、震災後に特有の
環境となっていた。

ゲンゴロウ
（宮城県塩釜市）

生態系のモニタリング
干潟：震災以前にみられた種が確認できないサイトがあったが、全体的には震災直後に比べて干潟環境
は安定してきており、出現種数は増加していた。

アマモ場：震災前に比べると調査サイトのアマモ類は減少しており密度が低い状態となっているが、若干
の回復傾向もみられている。

藻場：震災前と比べると被度は減少しているが、震災後は全体的にみると概ね回復傾向がみられた。
海鳥繁殖地：各サイトで土壌流出、植生の変化等が観察された。
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平成25年度調査の主な結果

◆重要自然マップ
・これまでの調査結果を見やすくし、地域の復興事業等に役立ててもらうために、主に東北地方の津波浸水域におけ
る保全上重要な地域を示す「重要自然マップ」を作成した。

・東北地方太平洋沿岸地域では、地震・津波により「生物が生息・生育する環境（ハビタット）」のまとまりが広範囲に
わたって破壊されており、これらの生息・生育環境のまとまりを考慮することが非常に重要だと考えられることから、
ハビタット単位で「重要な自然」を表現した。
・陸域のハビタットを表現するデータとして、主に震災後（2012年）の植生の状況を示す植生図を活用し、海域では震
災後の面的なデータがないことから、第5回自然環境保全基礎調査（1998）の分布情報を引用した。
・重要自然マップは、 三陸復興国立公園の再編等の基礎資料として活用されている他、自治体による復興計画の策

定や、復興工事の実施に際しての基礎資料としても活用していただけるよう、関係機関への配布するなど情報提供
を行っている。

＜重点エリア＞ ※一覧は下記参照
地域毎に存在する「重要な自然」の
情報を基に、それらのまとまり、つなが
りがある、多様性が高い等の観点から、
特に19の地域に注目し、これらの地域
を「重点エリア」とした。他の地域よりも
縮尺を大きくして表示するとともに、そ
れぞれのエリアに含まれる「重要な自
然」に関するコメントを記入するなど、
特に詳しい情報を提供している。

特定植物群落の状況
自然環境保全上重要な植物群
落として環境省が選定した特定
植物群落について、津波浸水域
を含む市町村に存在する特定植
物群落（126件）の現況調査を実
施した。

仙台湾沿岸の砂浜植物群落 201３年8月
津波により植生が消失した井土浦の塩
生植物群落（宮城県仙台市）

リュウノヒゲモ
（宮城県石巻市）

宮城県名取市広浦の新たな湿地

海老浜のマルバシャリンバイ自生地
（福島県南相馬市）

特定植物群落（自然環境保全上重要な植物群落として環境省が選定）について、津
波浸水域を含む市町村に存在する特定植物群落（126件）の現況調査を実施した。
平成24(2012)年度の調査結果とあわせると、地震等による影響がみられた群落数
は23件（内訳：群落消失8件、面積減少11件、個体数減少または群落構成変化4件）あ
り、それらはいずれも津波浸水域内であった。県別にみると、最も多かったのは宮城
県13件、次いで千葉県4件、青森県、岩手県、福島県はいずれも2件、茨城県は該当
なしであった。
植生タイプ別にみると、地震等による影響を受けた群落の多くは、海浜植物群落、
池沼・塩沼植物群落であった。

（アマモ場調査）万石浦黒島西岸における水深勾
配と出現海草藻類の垂直分布図模式図
（2006年は第7回基礎調査（藻場調査）の結果
（上）を基に作図）
震災により0.9m程度の地盤の沈下が見られ、

2012年には岸から40m程度離れた場所にわずか
にアマモが確認されたが、2013年には岸周辺と
75mと90m離れた場所において確認され、群落回
復の可能性が期待される。

（干潟調査）井土浦サイト（宮城県仙台市）の
各調査エリアで確認された底生生物の門別の
種数。
いずれのエリアにおいても底生生物の種数
は増加した。

A0版の3枚のマップを作成

＜重要な自然＞
①希少な種の生息・生育地として重要な場
②生物多様性の高い場
③自然のポテンシャルが高い場
④人と自然とのふれあいの観点から重要な場

の４つの観点から着目した11のハビタットを
「重要な自然」とした。

重要な自然を補足するための情報として、
希少な植物の生息確認位置、モニタリング
サイト1000の調査位置などの情報も掲載し
ている。


